
まちの

人口
平成26年11月１日現在 人口　121,911人　　　男　59,576人　　　女　62,335人　　　世帯数　44,504世帯

平成26年10月中の異動 転入　216人　　　転出　233人　　　出生 94人　　　死亡 118人　　　婚姻 40件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報室（7６５－６５０４）まで申込みください。
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びわ湖で一番北の岬「藤ヶ崎」の里山で

少年のように森づくりを楽しみ、里山をこ

よなく愛する人がいます。

林業経験のある横関さんは、２年ほど前、

この山の持ち主だった知人から「先人が残し

た財産を、荒れた状態で次の世代に引き継ぐ

わけにはいかない」と相談を受け、保全活動

に協力することに。横関さんの呼びかけで林

業グループの仲間も加わり、15人ほどで

「伊香具山友会」を結成。横関さんは長年培

った経験と技術を活かし、仲間とともに間伐

や枝打ち、山道を整備するなど汗を流しまし

た。切株から出る新芽の保護や切った木材を

活用した薪作り、炭焼、シイタケの植菌、山

小屋作りなど、楽しみながらの保全活動。

10月には、山野の恵みを味わいながら多世

代で交流できる催しも開催。

熊本出身の横関さん。幼少期を豊かな自

然に囲まれた環境で育ち、当時は風呂焚き

や炊飯に薪を使用。火のくべ方や木の切り

方など里山で暮らすために必要な知識・知

恵は、父親や遊びから身につけました。「山

に入れば自然からエネルギーをもらった感

じがして、元気になれる」と話します。

横関さんは、空き家となっていたおくど

さんのある古民家を所有者から譲り受け、

そこを毎月第２土曜日に開かれる「賤ヶ岳

冒険遊び場」の活動場所として提供。里山

の良さを満喫でき、世代を超えた交流の場

となっています。「豊かになり過ぎた分、今

の子ども達はかわいそう」と感じる横関さ

ん。幼少の頃の思い出を振り返りながら、

木の登り方や釘打ち、火の起こし方などを

子ども達に教え、サワガニ捕りや魚つかみ

のコツなど、里山ならではの遊びを伝えま

す。「若い人たちに里山の素晴らしさを知っ

てもらい、１人でも山を好きになってもら

えたら嬉しい」と横関さん。

夢は「木登り・枝打ち塾」を全国で行う

こと。塾を巣立った門下生が、日本中の里

山で活躍する日を夢見て、横関さんは想い

を巡らせます。

撮影場所：藤ヶ崎(木之本町飯浦)

植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。

元気に七五三を迎えることができました♪

２人の成長に関わってくれた人達に

感謝の気持ちを込めて、ありがとう！
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